JIS X 0606:1998

情報交換用CD-R0Mのボリューム構造及びファイル構造　解説
  この解説は, 本体及び附属書に規定した事柄並びにこれらに関連した事柄を説明するものあって, 規格の一部ではない。

1. 改正の趣旨
  JIS X 0606-1990がISO 9660:1988(Volume and file structure of CD-ROM for Information Interchange)の翻訳として制定されてから, 既に8年が経過し, CD-ROMは情報交換メディアとして市場に定着すると共に, 低価格な電子出版メディアとして著しい普及を示している。画像情報処理の普及は, CD-ROMに記録される情報量を加速度的に増加させている。これらの動向に伴って, CD-ROMのボリューム構造及びファイル構造に対する拡張要求が生じ, JIS X 0606を拡張したフォーマットが既に利用されている。
  これらの拡張は, 限定された利用者の間だけからさらに広範囲な利用者に供される状況になり, JIS X 0606の改正が必要になった。
2. 改正の経緯
  CD-ROMのボリューム構造及びファイル構造に対する拡張要求及び規格改訂要求の高まりは，国際的にも同様であり，ISO/IEC JTC1によるISO 9660の定期的見直し投票によって, 改訂作業がISO/IEC JTC1/SC15に対して指示された[1]。そこでJTC1/SC15は, ISO 9660の改訂のためのプロジェクトを設立し，米国のAndrew Youngをエディタに指名して活動を開始し，1993年12月に開催されたSC15/WG1会議において，多くの利用者要求課題の整理を行った[2],[3]。
  その後も要求課題[4],[5]が提出され, それらの充足を図った改訂案[6],[7]及び関連課題[8],[9]が提示された。この国際動向に対して日本からコメント[10]及び改訂案[11]が提出され，1995年6月のJTC1/SC15会議において, この案に基づくISO 9660改訂方針が合意された。
  その後，米国がJTC1/SC15のPメンバからOメンバに転じ, SC15を構成するPメンバの数が規定の値を満たさなくなった。さらにECMAは, JTC1にJTC1/SC15の廃止を提案した(JTC1 N3497)。JTC1はこの提案に対処するため, Ad-Hoc Group on SC15(AHG-SC15)を招集して審議を行った。その結果, SC15は1996年7月で廃止されることになった。
  JTC1での審議により, SC15 Scope下の規格の保守担当に関して, ISO 9660は日本, その他のプロジェクトはECMAにアサインされた(JTC1 N4222)。国内での対処に関する関係者の打ち合わせの結果, 情報規格調査会SC15小委員会も解散し，ISO 9660の改訂については, 光産業技術振興協会の光ディスク標準化委員会フォーマット分科会が担当して，まずJIS X 0606の改正作業として原案作成を行い, その制定とともにその英語版をJTC1に提出することになった。
  そこで通商産業省工業技術院は, 光ディスク標準化委員会フォーマット分科会に対してJIS X 0606の改正案の開発作業を委託した。フォーマット分科会は, 1996年度からその検討に着手し, 原則として1995年6月のJTC1/SC15会議の合意に基づくとともに，DVDの動向をも考慮して，改正方針を策定し，1996年度光ディスク標準化委員会活動報告書[12]に掲載して，関係者への周知を図った。
  フォーマット分科会は, 1997年度にはこの方針に基づく原案作成を行い，それを1998年3月に工業技術院に提出した。その後この原案の英語版のドラフトが行われており，JIS制定を待って，JTC1に提出する手続きが進められている。
3. 改正の要点
  JIS X 0606の改正における主な変更内容は, 拡張ボリューム記述子を定義し, 次の規定を追加したことである。
  - ボリューム記述子版数を2とする。
  - ファイル構造版数を2とする。
  - ディレクトリ階層の深さの制限を緩和(8を超えても可)する。
  - ファイル識別子における区切り文字の規定を廃止する。
  - ファイル識別子にファイル版数を含まない。
  - 埋め込み文字は作成者と受領者との合意とする。
  - ファイル識別子の長さは207まで可とする。
  - ディレクトリ識別子の長さは207まで可とする。
  各変更内容の記述箇所を次に示す。
a) 拡張ボリューム記述子によるディレクトリ階層の深さの制限を緩和
  6.8.2.1

b) 埋め込み文字の定義を追加
  7.4.3.2

これに関連して, 次の節において(20)を埋め込み文字に変更
  7.4.5, 8.4.20, 8.4.21, 8.4.22, 8.4.23, 8.4.24, 8.4.25, 8.5.14, 8.5.15, 8.5.16, 8.5.17, 8.5.18, 8.5.19, 9.3

c) 拡張ボリューム記述子においては, 区切り文字を規定しないことを追加
  7.4.3.1

d) 記述子欄での文字の使用方法で, 拡張ボりューム記述子についての記述を追加
  7.4.4 b), 8.5.5, 8.5.13, 8.5.17, 8.5.18, 8.5.19

e) 拡張ボリューム記述子によるディレクトリ階層でのファイル識別子の書式を追加
  7.5.1

f) 拡張ボリューム記述子によるボリュームでのディレクトリ識別子の書式を追加
  7.6.1, 7.6.3

g) ファイル構造版数に, 拡張ボリューム記述子での版数を追加
  8.4.30

h) 拡張ボリューム記述子の定義を追加
  8.5, 6.7 c), 6.7.1.3, 表6

i) ボリューム記述子種別及びボリューム記述子版数に, 拡張ボリューム記述子での定義
を追加
  8.5.1, 8.5.2

j) 拡張ボリューム記述子で識別するボリュームにおける交換水準1の定義を追加
  10.1

k) その他の関連する追加・修正
  6.8.2, 6.8.3, 7.5.2, 8.1.1 c), 10.2, 12.3.2, 13.3.2 b), 13.5.1 a), 13.5.1 b)

l) 拡張ボリューム記述子関連以外の追加・修正
 1) 序文
 2) 引用規格 JIS X 3001-1関連
 3) JIS Z 8301:1996 規格票の様式に適合させるための表記の修正
4. 審議中に問題となった事項
4.1 ISO/IEC JTC1/SC15での審議
  ISO/IEC JTC1/SC15での審議の過程で提案されたISO 9660の改訂案[7]をレビューし，その問題点を明らかにして今回のJIS X 0606の改正原案作成の参考とした。
  改訂案[7]の骨子を次に示す。
  - 基本ボリュームのボリューム記述子版数を2とする。
  - 情報交換の水準は, 4水準ある。
  - 水準 4では, 区切り文字1は拡張子が1文字以上ある場合に記録される。
  - 水準 4では, 区切り文字2はファイル版数がある場合に記録される。
  - 水準 4では, ディレクトリ名に拡張子, 区切り文字1を入れてよい。
  - 水準 4では, ファイル名の長さが31を超えてよい。
  - 水準 4では, ディレクトリの階層に制限がない。
  - 各欄の空きに(20)でなく(00)を埋める。
  この方式では, 基本ボリューム記述子の中の版数を操作するため, 過去のシステムとの互換性がなくなるシステムが存在する可能性がある。さらに, 水準4で書かれたディスクは, 過去のシステムに問題を発生させる可能性がある。
5. 規定内容に関する追加説明
5.1 CD-ROM XAシステム用拡張情報
"7.5.1 ファイル識別子の書式"の備考には, CD-ROM XAシステム用拡張情報の14バイトについての言及があり, その内容は
  - 所有者識別子

  - 属性

  - シグネチャ

  - ファイル番号

  - 予備
から成る。
  このCD-ROM XAシステム用拡張情報は, System Description CD-ROM XA[13]のIII.2.7に定義されているが, 国際規格による規定はなく, 今後国際規格として提案される計画も明らかにされていない。
5.2 情報交換の水準
  拡張ボリューム記述子は, 各水準において使用してよい。拡張ボリューム記述子によって識別されるボリュームにおいて, 水準1では各ファイルのファイル分割を1個とする制約があり, 水準2と水準3との差異はない。水準2と水準3とは, 基本ボリューム記述子及び副ボリューム記述子によって識別されるボリュームに関する制約だけが異なる。
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